NEC 


Express 580 0/ 厨で欄过。で Ml 



11111111111111111111 

ホ 855-91 1025-001-00* 

本機を取0巧5前に本書をよ<お読み<ださい。 
本書は大切に巧管してください。 
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き全に、正しくご使用になるための情報を記載してます。本書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に 
置いておくようにしてください。本機をご使用になる前に、本書およびユーザーズガイドを必ずお読みくださ 
い(ユーザーズガイドは添付の DVD に格納しています)。また、本夕中の名称については、ユーザーズガイドの 
r 各部の名称と機能」を参照してください。 


本書およびラベルで使用ずる記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示します。 

屋^ 

指げはさまれてけがをするおそれが 
あることを示します。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがある 
ことを示します。 

A 

けがをするおそれがあることを示し 
ます。 

庭 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

A 

レーザー光による失明のおそれがあ 
ることを示します。 

A 

発煙または発乂のおそれがあること 
を示します。 

A 

特定しない一般的な注意•警告を示 
します。 


行為の禁止 


本製品の巧用目的 


本製品は、高性能コンピュータの平和利用に関する日本政府の指導対象となっていまず。ご使用 
になるときは、と>(下についてごを意願います。 

1. 不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により、適切にアクセス管理してください。 

3. 大量破壊兵器、ミサイルの開発、またはそれらの製造等に関して、不正にアクセスされるおそ 
れがあるときは、事前に弊社柜談窓□までご連絡 < ださい。 

4. 不正使用が発覚したときは、ずみやかに弊社ネ目談窓□までご連給<ださい。 

弊社柜談窓□:ファーストコンタクトセンター 電話審号: 03-345 日-580日 


まをにかかわる表巧について 


本製品を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。 

本書には本機のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どうずれば危険を避けられ 
るかなどについて説明されていまず。また、本機内で危険が想定される箇所またはその付近には警 
告ラベルが貼り付けられています。 

本書および警告ラベルでは、危険の程度を表ず言葉として、 r 警告」と r ミ主意」という用語を使用して 
います。それぞれの用語は次のような意□ホを持つものとして定義されています。 


の 


人が死 t ずる、または重傷を負うおそれがあることを示しまず。 

IA ミ主意1 

义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示し 
まず。 


危険に対するを意•表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよう 
な意巧を持つものとして定義されていまず。 


A 

ミち意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれがあることを表します。記号 
の中の給表示は危険の内容を図ま化したものでず。 

例：感電を意 

A 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表しまず。記号の中やおくの給表示は、 
してはならない行為の内容を図案化したものです。 

例：分解禁止 

を 

参 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中の給表示は、しなけ 
ればならない行為の内容を図ま化したものでず。危陵を避けるた 
めにはこの行為が必要です。 

例：プラグをあく 

运 



本機を分解•修理•改造しないで < ださ 
し、。感電や乂災のおそれびありまず。 

(1) 

めれた手で細らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 


指定された場所 LU 州こは触らないで 
<ださい。感電や乂傷などの傷害の 
おそれがあります。 


水や液体がかかる場所で使用しな 
し、でくださし、。水にめ5すと感電や 
発乂のおそれがあります。 


乂気に近づけないで<ださい。発乂 
するおそれがあります。 


特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


€ 

装置の電源プラグをコンセントか5巧 
いて < ださい。乂災や感電のおそれが 
あります。 

〇 

特定しない一般的な使用をの行為を 
指示します。説明に従った操作をし 
て < ださい。 

〇 

必ず接地して < ださい。感電や乂災の 
おそれがあります。 



まを上のごを意 


全般的な注意事項 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 


Q 


本機は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人 
命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とずる設備や機器などへの組み 
込みやこれらの機器の制御などを目的とした使巧は意図されておりません。これ 
ら設備や機器、制御システムなどに本機を使用した結果、人身事故、財産損害な 
どが生じても弊社はいかなる責任も負いかねまず。 


底运 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFR こして電源プラグを 
コンセントからあいてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください。そのまま使巧ずると义災の原因となりまず。 



針金や金属片を差し込まない 

通気ミしやフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブなどのすきまか 6 金属 
片や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。 


規格ムソがのラックで使用しない 


(本書での表示例） 


ミち意を促す記号を険に対するを意の内容を険の程度を表す用語 


aa 


-——-^I- 

A ミ主意 

指定に(外のコンセントに差し込まない 

電源は指をされた電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指を 
外の電源を使うと义災や漏電の原因となります。 


Q 


本機は曰 A 規格に適合した19型(インチ）ラックにも取り付けて使用できます。曰 A 
規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本機が正常に 
動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本機 
で使巧できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 




指定 L ソがの場所で使用しない 

本機を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ 
い。 

本機やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼずばかりでな 
く、义災やラックの転倒によるけがなどをずるおそれがあります。設置場所に関 
する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書を読むか保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 


區注意] 


曰本国外で使用しない 

本機は、日本国内用として製造•販売されていまず。日本国外では使巧できませ 
ん。本機を日本国外で使用ずると义災や感電の原因となりまず。 

本機内に水や異物を入れない 

本機内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义災 
や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、ずぐ電源を OFR こ 
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社にご連絡ください。 


ラックの設置•取り扱いに関する注意事項 


IA 注意1 



Q I 

AA 

Q 


1人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人じ(上で巧って<ださい。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となりまず。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスクビライザ 
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人じ( 
上でラックを支えながら搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

ラック、および取り付けた装置の重量が一点に集中しないようスクビライザを取 
り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れ 
てけがをずるおそれがありまず。 

1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

ラック巧のドアやレールなどの部品は2人じ(上で取り付けてください。また、ド 
アの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認し 
てください。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをずるおそれがあ 
y まず。 

ラックが不安定な状態で装置をラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態(スクビライザの設 
置や耐震工事など)で引き化してください。ラックが倒れてけがをずるおそれがあ 
U ます。 

複数台の装置をラックから引き出した状態にしない 

複数台の装置をラ、ソクから引き出ずとラックが倒れてけがをずるおそれがありま 
す。装置は一度に 1 台ずつ引き化してください。 

定格電源を超える配線をしない 

やけどや义災、装置の損傷を防止ずるためにラ、ソクに電源を供給ずる電源分岐回 
路の定格負荷を超えないようにしてください。なお、電源設備の設置や配線に関 
しては、電源工事を巧った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 


電源•電源コードに関する注意事項 


のがず 3 


A 侧 

AA \ 

Q 1 

1 めれた手で電源プラグを持たない 

1めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

1 アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管じつながないで<ださい。ガス爆発の原因じなります。 


A0 

A0 

A0 

A0 

A 0 

A0 



IA 注意1 


AA 

Q® 

指定ムソがのコンセントに差し込まない 

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定と J 外 
の電源を使うと义災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるよ 
うな場所には設置しないでください。本機の電源仕様に合っていないコードに接 
赫ずると、コードが過熱して义災の原因となりまず。 

クラス 01 のアース線付き AC コードセットを使用ずる場合は、接地接赫は必ず、電 
源プラグを電源につなぐ前に巧ってください。接地接赫を外ず場合は、必ず電源 
プラグを電源か 6 切り離してか 6 巧ってください。 

たこ足配線にしない 

コンセントに走格じ(上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となる 
おそれがあリます。 


まを上のごを意-つづを- 


1 心主哥 


1 中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 

1触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 

1りがたまり、水滴などががくと発熱し、义炎の原因となるおそれがあります。 

0 1 


指定 L ツがの電源コードを使わない 

AA 

本機に添付されている電源コード t (外のコードを使わないでください。電源コード 
じを格 t (上の電流が流れると、义炎の原因となるおそれがあります。また、電源 
コードのお損じよる感電や义災を防止するためじ次のを意をお守りください。 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじらない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを踏まない。 • 電源コードを改造•化工-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わない。 

• 電源コードをステープラなどで固定しない。 

• 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

Q© 



コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。） 

A \ A \ 

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本機に接続し、使用することを目的として設計され、その安全 

Q 

性が確認されているちのです。みして他の装置や用途に使用しないで<ださい。义 
災や感電の原因となるおそれがあります。 

AA 

電源ケーブルを持って引き巧かない 

電源ケーブルを抜くときはコネクク部分を持ってまっすぐに引き抜いてくださ 

Q 

し、ケーブル部分を持って引っ張ったリコネクク部分に無理な力を化えたりずる 
とケーブル部分が破損し、义災や感電の原因となります。 


設置•移動•保管•接続に関する注意事項 


IA 注意 1 

® 1 

1 フ□ントべゼルに手をかけて持ち上げない 

本装置の持ち運びは底面をしっかりと持ってください。フ□ントべゼルに手をか 
けて持ち上げないでください。フ□ントべゼルが外れ、装置が破損するばかりで 

1なく、落下してけがをずるおそれがありまず。 


指定 L ツがの場所に設置しない 

底 ® 

本機を次に示すような場所や本書で指定している場所と J 外に置かないでくださ 
し、义災の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりのをい場所。 

• 直斯日光が当たる場所。 

• 給湯器のそばなど湿気のをい場所。 

• 不安定な場所。 


腐食性ガスのを在する環境で使用または保管しない 


腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)のを在ずる環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に 
腐食を促進ずる成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へち設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障およ 
び発煙.発义の原因となるおそれがありまず。もしご使巧の環境で上記の疑いが 
ある場合は、販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

A A | 

0 1 

1 カバーをがしたまま取り付けない 

本機のカバー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内部 
のぶ巧効まをほ下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って义災 

1 や感電の原因となることがありまず。 

A0 

指を挟まない 

ラックへの取リ付け-取リ外しの際にレールなどで指を巧んだり、切ったりしな 
いよう十分を意してください。 

0 

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラックから引き化された状態にある装置の上から重荷をかけないでください。フ 
レームが曲がり、ラックへ搭載できなくなりまず。また、装置が落下し、けがを 
するおそれがありまず。 

S) 1 

1 電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

本機内蔵用オプションやインタフェースケーブルなどの取り付け/取り外しは本機の 
電源を OFF じして、電源プラグをコンセントからあいてから巧ってください。たとえ 
電源を OFF にしても電源コードを接続したまま本機内の部品やケーブル、コネククじ 

1 触ると感電したり、ショートじよる义災を起こしたりすることがあります。 


IA 注意 1 


A0 

指定 LU がのインタフェースケーブルを使用しない 

インクフェースケーブルは、弊社が指をずるものを使巧し、接赫ずる本機やコネ 
ククを確認した上で接綺してください。指定じ(かのケーブルを使用したり、接赫 
先を誤ったりずると、ショートにより义災を起こずことがありまず。また、イン 
クフェースケーブルの取り扱いや接赫について次のを意をお守りください。 

• 破損したケーブルコネククを使巧しない。 • ケーブルを踏まない。 

• お損したケーブルを使用しない。 • ケーブルの上にちのを載せ 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使巧しない。 ない。 


お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 



aa \ 

(D 1 

1 自分で分解 • 修理•改造はしない 

本機の説明書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理-改造を 
巧ったりしないでください。本機が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や 

1 义災の危険があります。 


1 光ディスクドライブの内部をのぞかない 

A0| 

光ディスクドライブはレーザーを使巧していまず。電源が ON になっているとき 
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー 

1 光が目に入ると失明ずるおそれがありまず （ レーザー光は目に見えません)。 

/Ik / h \ 

(§)0 

0 

リチウムバッテリやニッケル水素ノいテリ、リチウムイオンバッテリを取り外さない 

本機内部にはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテ 
リが取り付けられていまず讨プションデノ \‘イスの中にはリチウムバッテリや二、ソ 
ケル水素バッテリもしくは、リチウムイオンバッテリを搭載したものもありま 
ず）。バッテリを取り外さないでください。バッテリは义をおづけたり、水に浸 
けたりすると爆発ずるおそれがあります。また、バッテリの寿命で装置が正しく 
動作しなくなったときは、ご自分で分解-交換-を電などをせずにお買い求めの 
販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 

c 

お手入れや本機内蔵用オプションの取り付け/取りかし、本機内ケーブルの取り 
付け/取りかしは、本機の電源を 0 FR こして、電源プラグをコンセントからあい 
て巧ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接綺したまま本機 
内の部品に触ると感電するおそれがあります。また、電源プラグはときどき抜い 
て、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがたまったまま 
で、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがありまず。 


A 注意 


A I 
A I 


高温を意 

本機の電源を OFR こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
本機内の部品が高温になっています。十分にぶめたことを確認してから取り付け/ 
取り外しを巧ってください。 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインクフェースケーブル、ボードは確実に取り付けてください。 
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあ 
U まず。 

感電を意 

本機の八ードディスクドライブはホ、ソトスワップに対応していまず。通電中に部 
品の交換をずる際は、内部の部品の端子部分などに触れて感電しないよう十分を 
意してください。 


運用中の注意事項 


应注意] 




動作中に装置をラックから引き出さない 

本機が動作しているときじラックから引き化したり、ラックから取り外したりしな 
いでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れてけが 
をするおそれがあります。 


A0I 


装置の上にちのを載せない 

本機がラックから外れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがありまず。 


A < S >\ 


巻さ込みを意 

本機の動作中は背面にあるぶ却ファンの部分に手や髪の毛ををづけないでください。 
手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあります。 


警告ラベル 


危險性を秘める部品やその周辺には警告ラベルがありま 
す。これは本製品を取りあう上で、考えられる危険性を常 
にお客様に意識していただくためのものです(ラベルをは 
がしたり、ミちしたりしないでください)。もし、このラベル 
が貼り付けられていない、はがれかかっている、またはミち 
れているなどして判読できないときは販売店にご連給く 
ださい。 

ラベルの内容をよ<読んで警告事項を守って<ださい。 



製品の譲渡と巧案 


本機または本機に添付されているものを第 H 者に譲激または売孤するとき、または廃棄すると 
きは、次のを意事項を守って<ださい。 


• 本機について 

第兰者へ譲ミ度ずるときは、添付されている説明書一式を一緒におミ度しください。 


八ードディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？ 0 S 上か5は見 
えなくなつていても八ードディスクドライブ上に残っていることがありまず。第王をへ 
のデータ漏巧を防止するために、市販のツールや保守ヴービス(有償)を利用して、お客様 
の責任において消去してください。 


• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウ I アを第兰者に譲ミ度するときは、次のを意事項を守ってください。 

一添付されているすべてのものを譲ミ度し、譲ミ度した側は、それらの複製物を持たないでください。 
-各ソフトウェアに添付されている r ソフトウェアのご使用条件」の譲ミ度、移転に関する条件を 
満たしてください。 

-譲ミ度、移転が認められていないソフトウェアについては、アンインス!-ールしてから譲ミ度して 
ください。 

• 消耗品•本機の廃棄について 

本機、八ードディスクドライブ、オプションボード、バッテリなどの廃棄については、各自治 
体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。なお、添付 
の電源コードにつきましても、他の製品への誤用を防ぐため、本機と一緒に廃棄してくださ 
し、本機に搭載されているバッテリ廣漸の廃棄(および対敏については、お買い求めの販売 
店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


航空•巧上輸送に関ずるを意 


A ミ主意 


A0 

0 

A0| 

雷ザヴっ尸ら軸にな ■ 、 

雷が鳴りだしたら、ケーブル類を含めて本機には触れないでください。また、機器 
の接統や取り外しも巧わないでください。落雷じよる感電のおそれがありまず。 

ぺットを近づけない 

本機にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部に 
乂って义災や感電の原因となります。 

1 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの聞からほこりが入り誤動作を起こずおそれがありまず。ま 

1た、トレーにぶつかりけがをずるおそれがありまず。 


本機と一部のオプションは、リチウム金属電池またはリチウムイオン電池を使っていまず。 
リチウム電池の輸送は、航空•ミ毎上輸送規制が適用されまず。本機またはオプションを航空 
機、船舶などで輸送するときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社へお問い合わ 
せください。 





















































































































































































Steps 電源を ON にずる/ os をセットアップする 

前面の POWER スイッチを巧して電源を ON にしまず。 BTO で OS びプリインストールされ 
ているときは、電源 ON のを、 OS び起動します。 Windows の場合、自動的にセットアップ 
びおまります。 

ra 電源 ON 後、ディスプレイにエラーメッセージび表示されたり、ビープ音が何度も鳴つ 
たりしたときは、メッセージの内容やビープ音の鳴り方をメモして保守ヴービス会社 
に連絡してください。 

① ディスプレイの電源を ON にしたを、前面の POWER スイッチを巧します。 
ディスプレイに rNECJ ロゴび表おされます。 

③ 本機の構がやシステムの用透に応じて、 BIOS をセットアップします。 

オプションの UPS (巧停電電源装置)を接続している場合や管理ソフトウェアとの狸貧を 
とる場合にシステム BIOS の設定を密更します(通常は出励きの状態で巧題ありません)。 
設定をお更するために、起動後、ずぐに < F 2> キーを巧してください。 BIOS セット 
アップユーティリティ （ SETUP ) び起動します。 

H r ユーザーズガイド」の r システム BIOS のセットアップ」を参照してください。 

③ OS びプリインス!ルされているときは、 OS び起動しまず。 Windows の場合は、 
自動的にセツトアップびおまります。手順③に進んでください。 


(4) 



⑥ブートメニユーか Sros installationj を選択します。 
しば S くすると、トップメニューが表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Vが Sion 6ja-wx ■ななな） 


) 各種ユーテイリテイをを動する 


)EXPRESSBUILDER を設ちずる 


)EXPRESSBUILDER を巧了ずる 


⑥ トップメニューの r セツトアップする J を選択します。 


⑦ な降、インストレーシヨンガイドに従って、 OS のセットアップを進めます。 

Windows をセットアップするときは、「インストレーシヨンガイド ( Windows 編) J を 
参照して < ださい。 

Linux をセットアップするとをは、[■インストレーシヨンガイド ( Linux 編) J を参照して 
<ださい。 

、か インスト レーシヨ ンガイドは、 ユーザー ズガイドと同様に 
ント EXPRESSBUILDER に格納されています。 


Windows ヴービスパックについて 

本機へヴービスパックを適用するとをは、 r インストレーシヨンガイド ( Windows 編 ) J 
に記載の巧ービスパックの対応 J を参照してください。 


〇 S びインス I > — ルされていないとを、または再インス I > — ルのときは、 
EXPRESSBUILDER をほつてインス I ルします。 

EXPRESS 曰 UILDER を本機にセツトし、再起動 (< Ctrl > i < Alt >，< Delete > キーを 
同時に巧しまず)させてください。 EXPRESSBUILDER び起動し、ブートメニューび 
表示されます。 

、ベこ 「 EXPRESSBUILDER 組込みキット」を BTO で貝青入されると、 POST わ、!5 
1^:7卜 EXPRESSBUILDER を起動することができまず。 「 NEC 」 □ゴが表示されて 
いるとを、く F 3> キーを巧してください。 


名称 

インスト-ル先 

概要 

対応 0S 

Windows 

Linux 

ESMPRO/ServerAgent 

本機 

本機の状態を監視することび 
でさます 

〇 

〇 

ESMPRO/ServerAgent 

Extension 

本機 

本機を U モート管理でさます 

〇 

〇 

エクスプレス通報サービス 

本機 

本機び故障したとさの情報を 
保守センターへ通報すること 
びでさます 

〇 

〇 

ExpressUpdate Agent 

本機 

本機のファームウエア、ソフ 
トウエアなどのバージョン管 
理と更新びでさます 

〇 

〇 

Universal RAID Utility(URU) 

本機 

RAID コント□-ラの管理、 
監視びでさます 

〇 

〇 

装置情報収集ユーティ U ティ 

本機 

保守用のを種情報を採取する 
ことびでさます 

〇 

- 

BMC Configuration 

本機 

BMC を設定することびでさます 

〇 

〇 

情報提供ツール 
(NEC からのお知らせ） 

本機 

本製品をご利用いただく上で 
役に立つ情報を提供します 

〇 

- 

情報採取ツール 
actio 邑 

本機 

システムに異常び発生した際 
の原因切り分けを支援します 

- 

〇 

情報採取ツール 
kdump-reporter 

本機 

Linux 力ーネルクラッシュダ 
ンプの一次解析レポートを自 
動生成します 

- 

〇 

ESMPRO/ServerManager 

管理 PC 

ESMPRO/ServerA 昼 ent な 
どと連携し、本機を管理する 
ことびでさます 

〇 

〇 


Stepo バンドルソフトウェアのインストール 

本機には、次のよラなソフトウェアびパンドルされています。 

化要に応じて、これ6のソフトウェアをインストールしてください。 

W - 「管理 PC 」 は、一般的なクライアントコンピュータを使って構築することびできま 
ン-卜ず。（本機で代替ずることも可能でず） 


Windows 版のパンドルソフトウエアは、才ートランメニユーをほってインストールでままず。 

W - Linux 版のバンドルソフトウェアは、 r インストレーシヨンガイド ( Linux 編)」を参照 
1^:7卜してください。 

次の手順に従ってください。 

① インストール巧び r 本機 J となつているちのをインストールするとをは、本機にインス 
I ルされた Windows を起動します。 

憎理 PCJ のとまは、任意の PC にインストールされた Windows を起動します。 

(D Administrator 権限のあるユーザーアカウントでログインします。 


③ EXPRESSBUILDER をセツトします。 

才ートラン機能び働を、次のよラなメニューび起動します。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Menu items 



:キュメ ント-す式1： 

；をセットアッゾ 
ドライ/《ディスク a 

〇 エアをセットアジ プホ る一 


) メニューを拍じる 


(4) メニューの r ソフトウェアをセットアップする J をクリックします。 

⑤ インス!ルしたいパンドルソフトウェアを選}尺し、クリックします。 

⑥ 各バンドルソフトウェアのインストーラなどび起動しますので、 r インストレーシヨン 
ガイド ( Windows 編) J などに従ってインストールを進めてください。 


Step 7 おさ様登録をする 


薛社では、敦品ご購入のお客様に r お客様登録 J をお勧めしております。巧の Web サイトか S 
ご購入品の登録をしていただくと、お巧い合わせヴービスなどを受けることびでをます。 

http :// club . express . nec . co.jp 



な上で、 Express 已800シリーズのセツトアップは完了です。 


トラブルが起をたとをは 

r メンテナンスガイド J には、トラブルシューテイング、障害情報の採取方ミち、ほ巧ヴービ 
スをなの一覧などび記載されています。こち6を参照してトラブルを解巧してください。 
r メンテナンスガイりは、 r ユーザーズガイド J とともに EXPRESSBUILDER へ格納さ 
れています。 

Express 5800シリープに関するご質間.ご巧談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしていまず。 
(電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくおおかめの上、おかけください。） 

ファーストコンタクトセンター TEL 03-34 已已-已800«で表） 

受付時間/9:0日〜に:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


商標について 


EXPRESSBUILDER、ESMPR0 は日本電気株式会社の登録商標です。 Microsoft および Windows、Windows Server. 
Windows NT は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

Linux は、 Linus Torvalds 氏の日本およびその他の国における商標または登録商標です。 Red Hat、Red Hat Ente^ 
prise Linux は、米国 Red Hat, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

その他、記載の会せ名および商品名はを社の商標または登録商標です。 

このマニュアルは再生紙を使用していまず。 


© NEC Corporation 2012 

NEC の許巧な<復敦-改変などを巧うことはでまません。 


前面と背面で排他。 

*2 電源コードは、 15 A じ(下のサーキ、ソトブレーカに接赫ずること。 


• http://www.fielding.nec.co.jp 

NEC フィールディング(ホ)のホームぺージでず。メンテナンス、ソリユーシヨン、巧品、施設 
工事などの情報をご紹介しています。 

また、 Express 5800シリーブに関するご質問•ご相談は r ファーストコンククトセンクー」でお受けし 
ています。(電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。） 

ファーストコンタクトセンター 

TEL 03-34 已已-已800表） 

受付時間/ 9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


Step 3 


ラックを適切な場所に設置し、本機を取 
り付ける 

本機は EIA 規格に適合した19型ラックに取り付けてほ用しまず。ラックの設置は次のま件を 
守って < ださい。 

「ユーザーズガイド」の「設置と接続」を参照してください。 


背面 


箱を開けてか 5 本機び使えるようになるまでの手順を説明します。このスタートアツ 
プガイドに従って作業して<ださい。 



I I I I- 

t 占3占2占心 



I マネー ジメント専巧 
Mn*n LAN コネクク 
7 100 BASE-TX 




八ブ/スイッチング 
八ブなど 


USB 機器 


八ブ/スイッチング 
八ブなど 


厂於 


健康を損なわないためのアドバイス- 


このコラムでは、コンピューク機器を使用する上で健康を損なわないためを意していただきたいこ 
とがらを記載しまず。身体に負担がかからないようム掛けましょう。 

• ディスプレイの向きや明るさ（ブライトネス）、 
コントラストを見やずく調節しまお:よう。 


よい姿勢で作業をしましょう。 




• キーボードの角度を調節しましょう。 



• ときどき軽い体操をするなど、気分転換を 
はかりましょう。 



1•青報 サービスについて 


このコラムでは、 Express 5800シリーズに関する情報サービスについておがらせしまず。 

• http://www.nec.co.jp/ 

製品情報やサポート情報など、本製品に関ずる最新情報を掲載していまず。 

ぜひお立ち寄りください。 

• http://club.express.nec.co.jp 

弊社では、製品ご購入のお客様に r お客様登録」をご案内しておりまず。インクーネットより 
ユーザー登録してください。 


Stepi 添付品を確認ずる 

晒包箱を開け、なの添付品び揃つていることを確認してください。 

• 本体 X1 • セキュリティキー X2 

• EXPRESSBUILDER パ、ソケージ X 1 • フ□ントぺゼル X 1 
• スクートアップガイド(本書） X 1 
• 保証書 X 1*1 
• スライドレール1ま 
-インナーレール RX 1 
-インナーレール LX 1 
-アウクーレール RX 1 
-アウクーレール LX 1 


圍 


Step 2 内蔵オプションを取り付ける 


Step 4 ケーブルを接続する 

! r — ブ 

圍 


ケーブルを本機に接続します。 

「ユーザーズガイド」の r 設置と接続」を参照してください。 


ディスプレイ* 1 


添付品は、なくさないよう大切に保管してください。 

セツトモデルと BTO (工場組込み出荷)製品は、「組込み製品*添付品リスト」も併 
せてご確認ください。 

*1 捆包箱に目占り付けられていまず。 



内蔵オプシヨンを取り付けます(オプシヨンを購入していないときや、 BTO で購入されたお客 
様は steps へ進んでください)。 

H r ユーザーズガイド」の r 内蔵オプションの取り付け」、およびオプションに添付の説明書 
を参照してください。 


最後に電源コードを 
コンセントに接赫ずる。* 2 


ディスプレイ* 1 


シリアルインク 
フェースを持つ機器 


な下の環境ま件を 
満たした場所 
<動作時> 

室内溫度：10で~40で 
湿度：吕0〇/〇~80〇/〇 
温度勾配： ± icrc / 時 
気圧： 749~1040 hpa 
<休止時> 

室内溫度：已に〜 40 で 
湿度： 10%~80% 
温度ち)配：±1已で/時 
気圧： 749 〜 1040 hpa 





ユーザーズガイドについて 

ユーザーズガイドは rEXPRESSBUILDERJ の中に格納されています。巧の手順に従つ 
て参照してください。 

① Windows びインストールされているコンピュータの電源を ON にします。 

( D 手順①で ON にしたコンピュータへ、添付の rEXPRESSBUILDERJ をセットしま 
す。自動的にメニューびおれます。 

③ メニューか6[ドキュメントを読む J をクリックします。 


EXPRESSBL 


t ントを献’ j 



T 国 























































































































































































































